
黄櫨の会・自分史図書館だより 
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平成21年１月20日　筑後市野町４２８－８ 

これは世につたえておきたい 
　　　　　かたっておきたい 
わが胸の底から真実のおもい 
人生幾山河のめぐりあい 
あの日の風やひかり　そして空のひとひら 
哀歓のかがり火に生きた幾年月の路 
「自分史図書館」は　その証言館です。 

○ 『黄櫨』33号刊行 

 

　2008年12月13日刊行で人

生史サークル会誌『黄櫨』は

歩みつづけて、33号のバッ

クナンバーを数える。平成９

年のスタートから12年の歳

月。創刊に当り、激励の言葉

を寄せていただいた郷土八女

出身の作家小島直記先生は去

秋ご逝去。行年89歳。哀悼

の意を表しながら、改めて流れゆく年月のなかに人生を

顧りみる。 

　34号には、80歳、傘寿を越え、ペンをとり「人生」

を刻みつけられている会員を讃える特集を構想している。 

　ところで刊行毎に各方面へ進呈もしているが博多文化

人会誌『紫水』編集の秋山喜文さんの便り。「内容－も

り沢山。Ｐ91福原さんＰ94石橋さん、一寸開いた頁だ

けでもつい引きずりこまれて読む程です。とくに石橋さ

んの『星野ジャパン批判、野村監督期待の話など、「客

観的な判断」で納得できることばばかりでした』と好評。 

○ 文章歩道　冬号 

 

　刊行のたびに、「自分史図

書館に寄贈いただいている随

筆誌、この号には九州出身の

詩人高木護さんが特別寄稿

「殺さないで、ことばたちが

呻く」と題し、死語にされて

いることばについて卓見を述

べている。 

　例えば「日雇い土方」につ

いて－ 

　土方をドカチンというのは蔑みのことばであったが、

「土方しかできなかったから、気にもならなかった。ド

カチンといわれるたびに相手にニコニコ顔してあげなが

ら、一ぱい引っかけては、 

　ドカチン　ドカチン　三日もやれば一人前 

　おいらは　きょうもドカチン 

　あしたもドカチン　天下のドカチン 

　大きな声でうたったものだ。」このことばを死語や差

別語にしたのは誰かと高木詩人は問いかけている。高木

さんは矢部村日向神ダム工事で土方体験を持っている。

かれの著書から論文を書きたいといって私のところへや

ってきた大学生もいた。（椎窓　猛） 
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受贈図書紹介 
順次紹介していますが受贈日より多少遅れます。 
あしからずご了承下さい。 

 

 
 
 

小 郡 市 
徳 島 県 
福 岡 市 
熊 本 県 

 
 
 

……………………………………… 田中　裕子 
……………………………………… 杉　真里子 
…………………………………… 坪井　勝男 
………………………………… 脇川　郁也 

 

 
 
 
美しい里 
秋日和 
見えない潮 
ビーキアホウ 
 

 
 

千 葉 県 
福 岡 県 

 
愛 知 県 
東 京 都 

 
………………………………… 渡辺　　斉 
……………………………… 麻田　春太 
………………………………… 石川　敬大 

……………………… 石川　敬大 
…………………………………… 永松　典子 
……………………………………… 中嶋輝洋子 

 
午後の大回廊 
抽斗にピストル 
北一輝の帽子 
九月、沛然として驟雨 
歌集寒牡丹 
夢ならば 
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○ 句集　鵙日和 

井上　淑子 　 　 
 

○ 一枝一葉一花の集い 
桑野　慶子 

　 
　－図書館に行ったある
日のこと、「石の墓をつく
るよりも、紙の墓をつくり
たい。多くの人々に支えら
れながら生きてきた、本当
の自分を書くことは、自分
を見つめ、自分を表現し、
生きた証（あかし）を残す
ことだ。」という一節を読
んで、また気をとり直して
書き続けた。－と序に書
かれている。退職後とはい
え、諸団体の役員、暇に野
菜づくり、書くのは食後、
いっこうにピッチがあがら
ない。記憶力も減退してゆ
くが－どうやら形だけは恰
好つけたとあるが、なかな
か重量感のある典型的な自
分史である。大正２年生ま
れの昭和女性一代記である。 

編集掌記 編集掌記 
▼
『
ya
』
の
使
命

の
一
つ
は
、『
自

分
史
図
書
館
』

へ
寄
贈
し
て
戴

い
た
著
者
へ
の

礼
状
で
あ
る
と

考
え
な
が
ら
編

集
し
て
い
る
。
本
を
差
し
あ

げ
て
も
、
な
に
も
反
応
が
な

い
と
い
う
の
は
寂
し
い
。
発

信 

│ 

受
信 

│ 

そ
し
て
発
信
、

こ
の
連
携
に
よ
っ
て
豊
か
な

人
間
関
係
が
生
じ
て
く
る
。

▼
人
生
史
サ
ー
ク
ル

会
誌
『
黄
櫨
』
も
編

集
し
、
十
冊
ほ
ど
余

分
に
わ
け
て
も
ら
い
、

マ
ス
コ
ミ
関
係
に
も

届
け
て
い
る
が
、
こ

の
種
の
冊
誌
紹
介
の

欄
を
設
け
ら
れ
て
い

る
新
聞
は
な
い
よ
う

だ
。
た
だ
個
人
的
に

て
い
ね
い
な
感
想
を

届
け
て
貰
う
だ
け
で

も
嬉
し
く
有
難
い
。

そ
ん
な
思
い
で
、
懇

切
に
批
評
感
想
を
寄

せ
て
い
た
だ
い
た
富

沢
さ
ん
、
秋
山
さ
ん

よ
り
の
私
信
だ
が
、

こ
こ
に
紹
介
す
る
こ

と
に
し
た
。
お
ふ
た
り
さ
ま
、

無
断
掲
載
、
お
許
し
下
さ
い
。 

▼
『
ya
』
48
号
、
標
題
も 

「
牛
」
年
に
ち
な
み
、
タ
イ

ト
ル
も
そ
れ
と
一
目
で
判
る

よ
う
に
し
た
。
牛
の
歩
み
に

つ
い
て
は
一
歩
一
歩
の
足
ど

り
に
あ
る
。
一
号
一
号
に
心

を
こ
め
て
編
集
し
た
い
と
思

い
を
新
た
に
す
る
。 

（
自
分
史
図
書
館
長
　
椎
窓 

猛
） インターネットでもご覧になれます。 http://www.jibunshitosyokan
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Ｒ
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児
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熊
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速
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〒833-0032  筑後市野町423－8  TEL・FAX 0942－53－8122 
西鉄バス野町停留所より徒歩5分 

入館無料 

開館　午前９時～午後５時 

閲覧希望の方は予め電話で 

ご確認下さい。 
 
貸し出しはしておりません。 

○ 帽子をかぶった 
　　　　とうもろこし 

伊藤　典子 
（高遠書房刊） 　 

　館長宛に便りがしたため
られていた。「八女市の田
中辰雄さんが本代と送料を
お支払いくださって、高遠
書房から謹呈する次第です。
父と娘の心温まるやりとり
が描かれており、読後感さ
わやか、の評も頂戴してお
ります。書架に置いていた
だければ幸いです。」 
　標題となった「帽子をか
ぶった－」というのは、父
の道楽は、家庭菜園。信州
飯田の里に近頃、菜園荒し
にタヌキが襲来する。その
防止策に、とうもろこしに
紙袋をかけることを父は思
いつく。それが帽子をかぶ
ったように見えるというの
だ。クマ狩りの話もあるが、
猟師の減少、高齢化が問題
との話。気どりなく書かれ
たエッセイ集で、心なごむ
思いで読まされる好著。 

夕
虹
の
音
符
を
仰
ぎ
口
ず
さ
む 

廃
線
の
駅
舎
に
灯
る
初
蛍 

芳
崖
の
絵
を
桐
箱
に
秋
惜
し
む 

立
冬
の
陽
に
招
か
れ
し
ア
ド
バ
ル
ー
ン 

水
琴
屈
に
父
祖
の
声
す
る
初
手
水 

春
雪
や
父
の
軍
靴
捨
て
き
れ
ず 

春
昼
や
「
帰
居
」
の
馬
の
絵
ふ
り
む
け
り 

　
　
　
　
　
　
久
留
米
在
住
・
「
自
鳴
鐘
」
同
人 

コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
富
沢
義
敬
さ
ん
よ
り 

│ 
 

　「
黄
櫨
」拝
受
、拝
読
、「
眼
福
」を
得
ま
し
た
。 

活
字
離
れ
が
大
津
波
の
如
く
押
し
寄
せ
る
今
、堂
々
の
三

十
三
号
に
最
敬
礼
で
す
。 

　
い
ず
れ
の
同
人
も「
人
生
史
」を
誇
り
と
と
も
に
筆
に
さ

れ
て
い
る
姿
、ま
さ
に
羨
望
の
極
み
で
す
。重
冨
氏
の「
霞
ヶ

関
人
生
」興
味
津
々
。そ
れ
に
し
て
も「
昔
々
」の
こ
と
を
日
時
、

場
所
、人
物
ま
で
克
明
に
記
憶
、さ
す
が「
キ
ャ
リ
ア
ー
」は
、

と
感
心
し
ま
し
た
。『
初
め
て
の
救
急
車
』、書
き
出
し
が
秀
逸
。

　『
ワ
ー
プ
ロ
』は
同
感
。『
八
女
の
竹
紙
』の
文
化
を
十
八

回
も
の「
長
編
」、畏
敬
す
べ
き
文
化
史
で
す
。 

　『
黄
櫨
』の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
、Ｈ
Ｐ
で
も
可
は
よ
い
。同
人

誌
で
デ
ジ
タ
ル
と
共
存
は
稀
有
な
の
で
は
。 

　「
本
」の
品
格
は
編
集
後
記
で
決
ま
る
と
愚
考
。貴
殿
の

「
筆
」、再
読
。文
の
師
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
し
た
。『
黄
櫨
』

の
益
々
の
ご
隆
盛
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

　
よ
い
　
丑
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。　
　
　
　
　
不
　
一 


